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図 1 シミュレーション結果と実測結果から作成した波高分布 

臭化タリウム半導体検出器の大型化に関する検討 
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高エネルギー分解能を示す臭化タリウム半導体検出器の検出効率向上を目指し、検出器の大型化の際に

問題となる事項に関する検討を行った。 
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1. 緒言 

γ線検出器として実用化が期待される化合物半導体の一つに、臭化タリウム(TlBr)がある。TlBr半導体検

出器の長所としては、室温動作が可能であること、高い原子番号と密度により高エネルギーγ線に対しても

高い検出効率が得られる点が挙げられる。しかし、TlBr 半導体のキャリア輸送特性はゲルマニウム(Ge)半

導体ほど優れておらず、高いエネルギー分解能を得るには、検出器のサイズを小さくするか、信号の読み

出しを工夫する、あるいはその両方が必要となる。5 mm程度のピクセル型 TlBr検出器で 1 %を切るエネ

ルギー分解能が得られたという報告がある [1]。現状では、高いエネルギー分解能を維持しつつ如何に大型

の検出器、つまり高感度な検出器を実現するかが課題となっている。そこで、大型かつ高いエネルギー分

解能を達成できる電極構造や信号の読み出し方法の検討を進めることとした。具体的には、有限要素法ソ

フトウェア Elmer を用いた電場計算とモンテカルロ計算コード EGS5 を組み合わせた検出器応答のシミュ

レーションを行い、電極構造や信号の読み出し方法について検討を行う。 

 

2. 検出器応答シミュレーション 

 662 keVの γ線を照射して TlBr検出器から出力される信号をデジタイザにより取得し、同体系でのシミ

ュレーションから得られた模擬信号との比較を行った。検出器には 1辺 5 mmの立方体で、1ピクセルのピ

クセル型検出器を用いた。この時シミュレーションに用いたキャリアの移動度やノイズレベルは、実測デ

ータをもとに算出した。比較の結果、このシミュレーションによってある程度実際の検出器の応答を再現

できていることを確認した。今後、このシ

ミュレーション方法の高度化を進めると

同時に、作成したシミュレーションコード

により電極配置の最適化等、信号の読み出

し方法についての検討を行う。 
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